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パワーシフト・キャンペーンを始めた理由

1. 大手電力会社の独占を変えたい
地域分散・地域主体へ
エネルギー構造も民主化

2. 原発・化石燃料から再エネへ
持続可能なエネルギー社会へ

3. 消費者の選択は大きな力
個人、事業所、企業、教育機関、宗教施設
など

http://power-shift.org/
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電力自由化、どこまで進んだ？
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大手電力のシェアは、95%⇒84%に



再エネ供給を目指す電力会社
紹介中！ http://power-shift.org/

自治体電力会社 地域電力会社

生協系

泉佐野電力

生活クラブエナジー

再エネ事業者（地域横断）ほか



①自社の工場・店舗・本社ビルなどの電力を切り替え
②お客様など周囲の人にパワーシフトをともに呼びかけ

パワーシフトする企業・事業所

楠学園
（フリースクール）

宝泉寺（愛知）

鳥取県土地改良
事業団体連合

見樹院（東京）



エシカル・持続可能な再エネを選ぶには
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•付加価値はゼロ、再エネ増加に貢献しない
•減価償却がほぼ終わった「安い」電気

既存大規模水力
の電気

•パーム系燃料や輸入木質燃料による大規模バイ
オマス発電

•森林伐採や土地改変を伴う形の太陽光発電
など

持続可能でない
再エネ

•電源構成非開示の場合、石炭火力の電気＋証書
による「CO2排出ゼロ」も可能

「CO2排出ゼロ」
だが電源が不明

の電気

グリーンウォッシュ、SDGsウォッシュとならないために・・・



ポイント
こだわりの再エネで、つながりを豊かに
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地域の新電力

自治体や市民主体
の再エネ発電所

自治体の発電所や
市民協同発電所

地域の事業所や
公共施設、お店など

一般家庭

参加、連携

電力供給

電気料金

人のつながり

農産物

福祉

子育て
支援

高齢者
見守り

地産地消


